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２

介護保険
第１号被保険者

（65歳以上）の
皆さんへ

旧制度では、基準額は､ 第

３段階で、年額50,400円で

した。

平成17年度までの保険料

(年額)

第５段階 75,600円

第４段階 63,000円

第３段階 50,400円

第２段階 37,800円

第１段階 25,200円

平成18年度からの保険料

所得の低い方への保険料の軽減を図るため、旧

２段階を２つに区分します。基準額は第４段階

で、年額で55,200円となります。

(年額)

第６段階

82,800円

本人が住民税課税で前年の所

得が200万円以上

第５段階

69,000円
本人が住民税課税で上記以外

第４段階

55,200円

本人が住民税非課税

（世帯に課税者がいる）

第３段階

41,400円

世帯全員が住民税非課税で第

２段階に該当しない

第２段階

27,600円

世帯全員が住民税非課税で課

税年金収入と所得金額の合計

が80万円以下

第１段階

27,600円

老齢福祉年金受給者で世帯全

員が住民税非課税及び生活保

護受給者

※税制改正の影響で保険料が第５段階または、第４段階へ上昇する場合は、本来かかる保険料より

も抑えた金額にする措置があります。

介護保険料の額は、市町村単位でどの程度介護サービスが必要かによって、基準額が決まり

ます。そのうえで、所得段階別に個人の保険料額が決まります。

平成18年度の勝浦町の基準額（第４段階）は月額4,600円です。（17年度より400円増額）所得

段階は下表のとおりです。

介護保険料の決め方（第１号被保険者）

平成18年度の介護保険料を７月中旬に通知し

ます。今回は特別徴収の方、普通徴収の方（左

頁「介護保険料の納め方」参照）全員に年間保

険料や納期ごとの金額などを確定しお知らせし

ます。徴収方法により取扱が変わってきますの

で、内容をよくご確認いただき、納付忘れ等の

ないようにご協力をよろしくお願いします。



年金から天引きされる「特別徴収」と、納付書に基づき、個別に納めて頂く「普通徴収」の

２通りあります。

※年金額が18万円以上の方でも普通徴収となる場合もあります。

平成18年10月分から、「老齢年金」・「退職年金」のほかに、「遺族年金」・「障害年金」からも

天引きできるようになります。

３

介護保険サービス
を利用している

皆さんへ

介護保険料の納め方

年金の定期払い（4・6・8・10・12・2月）

の時に天引きされます。
①年金が年額18万円以上の方 特別徴収

納付書により（6・7・8・9・10・11・12月）

納付いただきます。口座振替もできます。
②年金が年額18万円以下の方 普通徴収

利用者負担段階が ２段階以上 上昇する方への措置

税制改正がなかった場合に該当する利用者負担段階から、１段階の上昇に止めることができます。

例えば、２段階から４段階へ上昇する方の場合は、「利用者負担第３段階」となり、高額介護サー

ビス費や居住費・食費にかかる補足給付について、第３段階の負担限度額等を適用します。

利用者負担段階が １段階 上昇する方への措置

社会福祉法人等利用者負担軽減制度の対象とすることで利用者負担の急激な増加を抑えること

ができます。

下記の要件を満たす者の、サービス費・食費・居住費等の利用者負担額を１／８軽減します。

対
象
者
要
件

１．平成18年６月１日現在で利用者負担第３段階に該当し、①②の方

① 地方税法上の個人住民税に係る高齢者の非課税限度額の廃止に係る経過措置者

② ①と同一の世帯に属する要介護等被保険者

２．上記１の①、②の者で、次の①～⑤の全てに該当する方

① 世帯全員の年間収入が、１人世帯で190万円以下、世帯員が１人増えるごとに

50万円を加算した額以下であること

② 世帯全員の預貯金額等が、１人世帯で350万円以下、世帯員が１人増えるごと

に100万円を加算した額以下であること

③ 世帯全員が日常生活に必要な資産以外を所有していないこと

④ 負担能力のある親族等に扶養されていないこと

⑤ 介護保険料を滞納していないこと

お問い合わせ 勝浦町福祉課 介護保険係 42－1502

保険料だけでなく、サービスの利用料につ

いても、所得段階に応じた負担となっていま

す。そのため、利用料でも税制改正（65歳以

上の非課税限度額の廃止）の影響をうけ、介

護保険サービスの利用者負担段階が、第４段

階へ上昇する方は、負担額を緩和する経過措

置の対象となります。（経過措置期間：平成18

年７月１日から平成20年６月30日）
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児 童 手 当
もう申請は済みましたか？

Ｑ

４

生まれた日の翌月から12歳になって
最初の３月までもらえます！
（12歳到達後最初の年度末まで）

最初の子どもからもらえます！

最初の子ども 5,000円（月額）

２人目の子ども 5,000円（月額）

３人目以降の子ども 10,000円（月額）

支給期間

支給対象

支給金額

児童手当はどんな制度？

児童手当には２つの種類があります。

一つが「児童手当」、もう一つが「特例給付」です！

豊かで活力ある社会を将来にわたって維持していくた
めには、これからの未来をささえる子ども達が、心も体

も健やかに育ち、幸せになることです。そのためには、

家庭における生活の安定が必要！子育てにかかる費用の
一部を、児童手当として支給することにより、子どもと

くらし、子どもを養い、守り育てる方の生活を安定させ、

生活の質が高まるよう支援することが目的です。

児童手当の手続きは
どこに行けばいいの？

住所地の役場の窓口（公務員の場合は勤務先）になりま

す。「認定請求書」等の提出が必要になります！

注意：児童手当の手続きを忘れずに

新たに受給資格が生じた場合の「認定請求」や、

支給対象児童が増えた場合の「額改定認定請求」等

の手続をしないと手当を受けることができません。

※手続きが遅れると遅れた月分の手当が受けられな

くなります。また、支給対象児童が減った場合の
「額改定届」や、サラリーマンの方が退職し特例給

付の受給資格がなくなった場合の「受給事由消滅届」

などの手続きが遅れると、もらった手当を返してい
ただくことになります。

児童手当はいつもらえるの？

毎年２月・６月・10月にそれぞれの前月分（例えば、６

月には、２月・３月・４月・５月の４か月分）がまとめ

てもらえます。

注意：初めて児童手当をもらう場合は、申請した日

の翌月分から支払月の前月分までが支払われ

ることになります。

注意：一つの家庭の中で受給者が２人以上にはなり

ません！あくまでも、受給者は１人です。

お父さんに限定しているわけではありません。

その家庭において、その子どもに対する受給資格の要

件に最もあう方が児童手当の申請者になります。

児童手当を申請するのは
お父さん？

一つ目の条件

日本国内に住所があること。

国籍は関係ありません！

二つ目の条件

児童手当がもらえるのは、

小学校６年生修了までです！

三つ目の条件

所得額の制限があります。（子どもを養育し生計を維持

している方で、所得が一定額未満の場合にもらえます。）

四つ目の条件

親が養育していない場合は、親でなくても子どもとく

らし、子どもを養い、守り育てていれば、児童手当が

もらえる場合があります！

子どもとくらし、子どもを養い、守り育てる、

そのような方なら、児童手当がもらえます！

児童手当をもらえるのはどんな人？

ただし
、

条件があります！

「特例給付」ってなんなの？

所得が一定額未満の場合に限って、児童手当と同額
の給付が支給されます。支給対象となる子どもの年

齢についても児童手当と同じです。

所得制限により児童手当を受けられない
サラリーマン（厚生年金に加入している方）

等の特例としてもうけられた給付です。

児童手当の受け取り方は？

「認定請求書」に振り込み口座名等を記入

する欄があります。記入していただけれ

ば、金融機関などへ振り込まれます！

※児童手当や特例給付（小学校修了前特例給付）の

ことについて、おわかりにならないことや詳しい

ことは、役場福祉課（公務員の方

は勤務先）へお問い合わせ下さい。

役場窓口には、児童手当制度のご

案内（しおり）もありますのでご

利用下さい。

問い合わせ 勝浦町福祉課 (42)1502
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「
海
」
で
の
事
故

「
水
泳
中
」
の
事
故
が
多
い
！

平
成
十
六
年
夏
期
（
六
月
～
八
月
）
に
発
生

し
た
水
難
事
故
の
件
数
は
七
百
八
十
七
件
、
水

難
者
数
は
九
百
三
十
五
人
で
、
そ
の
う
ち
死
者
・

行
方
不
明
者
数
は
四
百
三
十
六
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

水
難
事
故
の
発
生
場
所
で
一
番
多
い
の
は
、

や
は
り
「
海
」
で
、
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
為
別
で
は
「
水
泳
中
」

の
事
故
が
ト
ッ
プ
、
次
い
で
「
魚
と
り
・
釣
り
」、

「
水
遊
び
」
で
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

海
や
川
な
ど
水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
で
は
、
遊
泳

禁
止
区
域
で
遊
ん
だ
り
、
波
が
高
い
と
き
に
海

に
出
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
人
自
身
の
不
注
意

や
無
謀
な
行
動
が
、
水
難
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。

水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

■
遊
泳
禁
止
区
域
で
は
泳
が
な
い
↓
遊
泳
禁
止

区
域
に
な
っ
て
い
る
場
所
は
、
急
に
深
く
な
っ

た
り
、
潮
の
流
れ
が
速
い
「
離
岸
流
」
が
あ
っ

た
り
す
る
な
ど
、
危
険
な
区
域
で
す
。

■
悪
天
候
の
と
き
は
泳
が
な
い
・
海
に
出
な
い

↓
高
波
に
さ
ら
わ
れ
る
な
ど
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。

■
泳
ぐ
前
に
準
備
運
動
を
↓
準
備
運
動
を
き
ち

ん
と
し
な
い
と
、
足
が
つ
る
な
ど
し
て
お
ぼ

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

■
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い
↓
お
酒
を
飲
ん

で
海
に
入
る
と
、
心
臓
ま
ひ
を
起
こ
し
た
り
、

お
ぼ
れ
た
り
す
る
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

■
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
↓
子
ど
も
を
水

難
事
故
か
ら
守
る
の
は
、
大
人
の
責
任
で
す
。

子
ど
も
が
水
辺
で
遊
ぶ
と
き
に
は
、
必
ず
大

人
が
監
視
し
て
、
危
険
が
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

山
岳
遭
難
者
の

約
八
割
は
中
高
年
者
！

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
登
山
シ
ー
ズ
ン
。
な

か
で
も
七
月
～
八
月
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
は
、
毎

年
、
山
岳
遭
難
が
最
も
多
く
な
る
季
節
で
す
。

平
成
十
六
年
夏
期
（
七
月
～
八
月
）
の
山
岳
遭

難
の
発
生
件
数
は
三
百
五
十
三
件
。
遭
難
者
は

四
百
二
十
六
人
で
、
そ
の
う
ち
死
者
・
行
方
不

明
者
は
五
十
一
人
、
負
傷
者
は
二
百
四
十
一
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
み
る
と
、
遭
難

者
の
約
八
割
は
四
十
歳
以
上
の
中
高
年
者
で
、

死
者
・
行
方
不
明
者
で
も
中
高
年
者
が
九
割
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

遭
難
の
原
因
で
は
、
最
も
多
い
の
が
「
転
落
・

滑
落
」
で
、
次
い
で
「
転
倒
」
、「
疲
労
・
病
気
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
登
山
経
験
の
浅
い

人
の
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
の
安
易
な
登

山
が
、
山
岳
遭
難
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
夏
山
で
も
甘
く
見
な
い
で
、
体
力
・

装
備
と
も
に
、
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
か
ら
登

り
ま
し
ょ
う
。

山
岳
遭
難
を
防
ぐ
た
め
に

■
事
前
準
備
を
し
っ
か
り
と
↓
登
山
技
術
や
体

力
、
経
験
に
合
っ
た
山
を
選
び
、
無
理
の
な

い
登
山
日
程
を
計
画
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

健
康
管
理
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
万
全
の
装
備
で
出
か
け
る
↓
夏
山
登
山
で
は

日
射
病
を
予
防
す
る
た
め
に
帽
子
は
必
須
で

す
。
ま
た
、
山
の
天
候
は
変
わ
り
や
す
く
、

ふ
も
と
で
は
晴
れ
て
い
て
も
山
頂
で
は
雨
が

降
っ
て
い
た
り
、
寒
か
っ
た
り
し
ま
す
。
防

寒
具
や
雨
具
な
ど
も
持
参
す
る
な
ど
、
万
全

の
装
備
で
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

■
単
独
登
山
の
自
粛
↓
単
独
登
山
は
、
事
故
に

遭
っ
て
も
救
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
遭
難
時
の
死
亡
率
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
登
山
経
験
の
豊
か
な
人
と
パ
ー
テ
ィ
ー

を
組
ん
で
登
山
し
ま
し
ょ
う
。

■
緊
急
時
の
連
絡
手
段
を
確
保
す
る
↓
無
線
機

や
携
帯
電
話
な
ど
、
緊
急
時
の
連
絡
手
段
と

な
る
も
の
を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
携
帯

電
話
の
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
も
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

■
入
山
前
に
登
山
届
の
提
出
を
↓
登
山
届
の
提

出
は
、
安
心
登
山
の
第
一
歩
で
す
。
登
山
届

は
、
万
一
遭
難
し
た
と
き
に
、
救
助
隊
が
遭

難
者
を
発
見
・
救
出
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

登
山
届
は
、
登
山
口
に
設
置
し
て
あ
る
登
山

届
入
れ
か
ら
投
函
で
き
ま
す
。

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
の
安
全
点
検

水の事故

山の事故

海
へ
！

山
へ
！

川
へ
！

夏
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
レ
ジ
ャ
ー
中
に
発

生
す
る
水
難
や
山
岳
遭
難
な
ど
の
事
故
も
、
こ
の
時
期
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
な
か
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
に
遭
わ
な
い
楽
し
い
レ
ジ
ャ
ー
に
す
る
た
め
に
、
安
全
対
策
を
き
ち
ん
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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私たち勝浦中学校では生徒会を中心に、コスモスの花で校内をいっぱ

いにしようと計画しています。それは、勝浦町の花がコスモスなので、

その花にもっと親しんでもらおうと思ったからです。

昨年から収集していればよかったのですが、現在、勝浦中学校には少しの

種子しかありません。そこで、町内・外の皆さんに種子のご提供をお願いし

たいと思います。

ご協力いただける方は、勝浦中学校へご持参いただくか、ご連絡くだされ

ばいただきに参ります。どうか、ご協力をよろしくお願いいたします。

連絡先 勝浦中学校 42－2591（田川）

コスモスの種子お譲りください！

勝浦中学校生徒会では、缶ジュースや缶ビールの飲み口などを開ける時、指を

掛けて引くつまみ部分のプルタブを集めて、車椅子を病院などへ送る運動に取り

組んでいます。

この運動では、プルタブを800㎏（約160万個）集めると車椅子１台分 に

なります。しかし、800㎏というのは大変膨大な量で、私たち生徒や家族だけでは、

限界があります。この記事を読んでいただいた町民の皆さんのご賛同とご参加をいただき、プル

タブ回収にご協力いただきたいと広報紙面をお借りしてお願いいたします。

回収については、回収ボックスを、町内のご協力いただける場所に設置しますので、そこへ入

れていただくか、勝浦中学校 42－2591（田川）にご連絡ください。

本事業の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

プルタブ集めにご協力ください！

皆さまの
ご協力を
お待ちして
おります

現
在
、
県
南
の
山
間
部

で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
し
て
、
悪
質

な
事
業
者
に
よ
る
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
、
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
の

手
口
と
対
処
法
を
紹
介
し
ま
す
。

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
の
手
口

①
突
然
訪
問

突
然
来
訪
し
て
「
近
所
で
工
事
し

て
い
る
の
で
、
お
宅
も
つ
い
で
に
ど

う
で
す
か
？
」
と
勧
め
た
り
、
電
話

で
「
今
な
ら
料
金
は
半
分
で
サ
ー
ビ

ス
で
き
る
」
と
事
前
に
売
り
込
ん
で

か
ら
来
訪
し
ま
す
。

②
不
安
を
あ
お
る

来
訪
す
る
と
、
強
引
に
屋
根
裏
や

床
下
を
点
検
し
て
「
今
度
地
震
が
き

た
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
持
た
な
い
」

と
言
っ
て
不
安
を
あ
お
り
、
そ
の
場

で
急
い
で
工
事
の
契
約
を
さ
せ
よ
う

と
し
ま
す
。
最
近
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト

が
使
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
リ
フ
ォ
ー

ム
を
進
め
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。

③
追
加
工
事
を
強
要

一
回
目
の
工
事
が
済
ん
で
十
日
ほ

ど
す
る
と
、
ま
た
業
者
が
訪
問
し
て

来
て
「
前
の
工
事
で
は
補
強
が
不
足

し
て
い
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
強
引

に
追
加
工
事
を
勧
め
て
新
た
な
契
約

を
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
の
特
徴

①
急
か
し
て
契
約

訪
問
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
契
約

書
を
書
か
せ
、
間
を
置
か
ず
す
ぐ
に

工
事
に
か
か
り
ま
す
。

②
長
時
間
の
勧
誘

勧
誘
は
長
時
間
に
及
び
、
さ
ら
に

「
帰
っ
て
く
れ
」
と
言
っ
て
も
簡
単
に

は
帰
り
ま
せ
ん
。

③
見
積
書
は
略
式

見
積
書
の
明
細
欄
は
、
具
体
的
な

内
訳
を
書
か
ず
に
単
に
「
工
事
一
式
」

と
書
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
の
対
処
法

①
工
事
開
始
後
で
も
解
約
可

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
は
、
工
事
の
開
始
後
で
も
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
な
ら
無
条
件

解
約
が
で
き
ま
す
（
通
常
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
は
八
日
で
す
が
、
も
っ
と
長
い
場

合
も
あ
り
ま
す
）。

②
成
年
後
見
制
度
の
利
用

認
知
症
の
高
齢
者
の
よ
う
な
判
断

力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
付
け
込

む
極
め
て
悪
質
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
家

庭
裁
判
所
の
「
成
年
後
見
制
度
」
な
ど

の
利
用
も
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
契
約
は
慎
重
に

契
約
書
に
印
鑑
を
押
す
前
に
、
今

一
度
本
当
に
工
事
が
必
要
か
ど
う
か

を
じ
っ
く
り
考
え
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

０
８
８
（
６
２
３
）０
６
１
１

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
の

手
口
と
対
処
法

消
費
者
の
豆
知
識



machikado sanpomichi
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まちかど散歩みち

今
月
か
ら
宅
内
工
事
も
始
ま
り
、
い
よ
い
よ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー

ビ
ス
が
順
次
加
入
世
帯
に
お
い
て
始
ま
り
ま
す
。

実
際
に
、
加
入
世
帯
に
お
い
て
機
器
の
設
置

等
が
行
わ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
宅
内
工
事
が
完
了
す

る
際
に
、
い
く
つ
か
承
諾
等
を
い
た
だ
き
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
工
事
完
了
承
諾
書

屋
外
と
宅
内
工
事
が
完
了
し
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
段

階
で
、
全
て
の
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
の
承

諾
を
加
入
者
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
す
。

②
光
電
変
換
装
置
に
係
る
誓
約
書

今
回
、
町
か
ら
貸
与
さ
れ
る
光
電
変
換
装

置
に
関
す
る
誓
約
書
と
な
り
ま
す
。

③
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
帳
作
成
に
関
す
る
承
諾

Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
帳
へ
の
掲
載
の
可
否
等
に

つ
い
て
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
す
。

④
Ｂ-

Ｃ
Ａ
Ｓ
カ
ー
ド
ユ
ー
ザ
登
録
申
請
書

Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
装
着
す
る
Ｂ-

Ｃ
Ａ
Ｓ
カ
ー
ド

の
ユ
ー
ザ
登
録
を
行
う
申
請
書
で
す
。

会
社
名
変
更
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
は
七
月
一
日
か

ら
会
社
名
が
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
会
社
名

は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
―
四
国
」
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
今
回
の
事
業
体
制
、
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
番
号
等
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

★
加
入
者
の
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
の
送
付
に
つ
い
て

加
入
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
等
に
つ
い
て
は
、
紛
失
等
の
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
宅
内
工
事
日
の
決
定
後
に
送
付
す

る
こ
と
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国

徳
島
支
店

０
１
２
０
―
９
６
０
１
３
８

（
七
月
一
日
か
ら
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
―
四
国
」

に
社
名
変
更
し
ま
す
。）

勝
浦
町
役
場

総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

勝浦町・上勝町情報通信基盤整備事業⑨

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト･

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で

あ
と
わ
ず
か
！

７
月
上
旬
か
ら
、
役
場
玄
関
窓
口

に
て
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
サ
ー

ビ
ス
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
十
三
回
近
畿
勝
浦
ふ

る
さ
と
会
の
総
会
が
五
月

二
十
八
日

に
「
ホ
テ
ル

ノ
ボ
テ
ル
甲
子
園
」
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
員
七
十

七
人
と
勝
浦
町
か
ら
三
十

人
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
部

役
員
改
選
が
あ
り
、
桑
村

隆
会
長
か
ら
倉
越
進
新
会

長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、

新
体
制
の
も
と
で
の
船
出

と
な
り
ま
し
た
。

第
十
回
関
東
阿
波
か
つ

う
ら
会
の
総
会
が
六
月
三

日

主
婦
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
員
五
十
三
人

と
勝
浦
町
か
ら
八
人
の
参

加
が
あ
り
、
会
創
立
か
ら

お
世
話
い
た
だ
い
た
福
中

政
美
前
会
長
、
十
回
連
続

出
席
の
西
浜
勝
巳
議
員
に

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

倉
越
進
新
会
長

桑
村
隆
前
会
長

近畿・関東ふるさと会の総会

" )
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��
��
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��
��
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情 報 アア ラ カ ル ト

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
七
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

七
月
の
活
動
内
容

７
月
は
絵
具
や
水
あ
そ
び
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
、
お
着
替
え
、
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

四
日

水
あ
そ
び

大
き
な
紙
に
絵
を
か
こ
う

十
一
日

身
体
に
色
を
つ
け
よ
う

十
八
日

リ
ズ
ム
遊
び

二
十
三
日

夏
ま
つ
り

（
詳
し
く
は
折
り
込
み
で
）

二
十
五
日

プ
ー
ル

六
月

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

六
月
十
一
日

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
で
ポ

パ
イ
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
り
ま
し
た
。

初
め
て
包
丁
を
握
っ
た
子
供
さ
ん
も
い
ま

し
た
が
お
母
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
楽
し

く
料
理
し
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

※
次
回
八
月
に
は
救
護
法
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
申
込

用
紙
に
て
勝
浦
町
役
場
総
務
税
務
課
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

申
込
受
付
日
初
日
か
ら
総
務
税
務
課
で
交
付

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課
（
総
務
担
当
）

（
４
２
）２
５
１
１

地
域
の
寄
り
合
い
や
各
種
団
体
会
合
等
に

講
師
が
出
向
き
、
南
海
地
震
の
特
徴
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
家
庭
や
地
域
で
で

き
る
防
災
対
策
に
つ
い
て
皆
様
と
考
え
る

「
寄
り
合
い
防
災
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

講
座
の
内
容

・
南
海
地
震
と
は

・
家
庭
で
で
き
る
こ
と

・
地
域
で
で
き
る
こ
と

【
テ
ー
マ
別
講
座
】

①

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

②

消
防
団
の
活
動

③

災
害
時
の
要
援
護
者
対
策

④

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化

⑤

水
害
に
備
え
て

ほ
か

対

象地
域
の
寄
り
合
い
や
各
種
団
体
の
研
修

会
等
で
、
お
お
む
ね
二
十
人
以
上
が
参
加

す
る
集
会
・
会
合
と
し
ま
す
。

申
込
み
方
法

希
望
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
勝
浦
町
総

務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１
ま
で
ご
相

談
下
さ
い
。

費

用

講
師
の
派
遣
費
用

は
無
料
で
す
。

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
七
月
行
事

募

集

勝
浦
町

職
員
採
用
試
験
実
施

に
つ
い
て

試 験 区 分 一般事務 初 級

受 験 資 格
昭和56年４月２日から平成元年４月１日まで

に生まれた者

採用予定人数 若 干 名

試 験 日 平成18年９月17日

試 験 場 徳島大学総合科学部

申込受付期間

平成18年７月24日 から平成18年８月７日

までの執務日の午前８時30分から午後５時

（土・日曜日を除く）

寄
り
合
い
防
災
講
座

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
で
楽
し
く
、

ポ
パ
イ
ハ
ン
バ
ー
グ
を
焼
い
て
い
ま
す

�



どこでも出掛けます!

中田町長の「出前講座」

９

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
七
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

お
知
ら
せ

７月12日 ７月６日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
等

★「
七
夕
の
つ
ど
い
」
を
し
よ
う

場

所

生
比
奈
保
育
所
園
庭

時

間

午
前
九
時
十
五
分
～

十
時
二
十
分

保
育
所
の
お
友
達
と
歌
を
歌
っ

た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
し

ま
し
ょ
う

お
店
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

金
魚
す
く
い･

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
等

【
子
育
て
講
演
会
】

時

間

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
十
五
分

講

師

小
児
科
認
定
医

歯
科
博
士

井
上
秀
人

氏

「
虫
歯
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？
」

７月19日

★
い
ろ
い
ろ
な
水
遊
び
を
し
た
り
、

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う

★
七
月
生
お
誕
生
会

★
更
生
保
護
女
性
会
来
所

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
園
庭
お
よ
び
リ
ズ
ム
室)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

（
勝
浦
町
に
在
籍
し
、
家
庭
で
保

育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

内

容
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
悩

み
や
心
配
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
わ
ん
ぱ

く
教
室
に
来
ら
れ
た
と
き
、
悩
み
を
気
軽
に

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

蜂
が
家
の
周
り
な

ど
に
巣
を
作
り
、
駆

除
し
た
い
と
い
う
方
、

勝
浦
町
で
は
町
民
の

方
へ
の
ミ
ツ
バ
チ
等
の
駆
除
に
使
用
す
る
防

護
服
を
無
料
で
貸
出
し
を
し
て
お
り
ま
す
。

啓
発
必
要
な
方
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

が
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
個
人
で

駆
除
で
き
な
い
場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
が
、

勝
浦
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
蜂
防
護
服
は
、
ス
ズ
メ
蜂
等

大
形
の
ハ
チ
の
駆
除
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ス
ズ
メ
蜂
等
の
巣
の
駆
除
は
、
絶
対
に
個
人

で
は
お
こ
な
わ
ず
、
害
虫
駆
除
専
門
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

勝
浦
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
４
２
）４
６
５
２

蜂
の
防
護
服
の
貸
出
し
に

つ
い
て

今年、２月に町長に就任し、早５ヶ月が過ぎよう

としています。この間、住民の皆さんとゆっくりと

お話しする機会がありませんでした。このため、７

月から住民の皆さんから町政に関する御提言をお聞

かせいただこうと「出前講座」の開設を進めており

ます。

この講座は、各種団体やグループを対象として、

町政への御提言のほか皆さんが日ごろ疑問に思って

いる施策等について意見交換していく機会と考えて

いますので、代表の方から電話で出前の要請をして

いただければ、その会場に参上いたします。

なお、日程等の調整については、事務局と打合せ

の上決定したいと考えていますので、開催希望日を

複数日予定してください。

お聞かせください！町政への御提言 「出前講座」申し込み時確認事項

①団体（グループ）名

②代表者の住所、氏名および職名

③代表者の連絡先

④希望開催日、開催予定場所

⑤特に意見や疑問がある町の施策の

有無、内容

（開催が決定した後、内容を記載した

文書をいただく場合があります）

申し込み・問い合わせ先

担当課 勝浦町総務税務課（総務担当）

担 当 野上・山田

連絡先 （42）2511

町内なら
電話１本で
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
忘
れ
ず
に
！

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
推
進
県
民
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

期

間

七
月
一
日

～
八
月
三
十
一
日

ま
で
の
２
ヶ
月
間

推
進
事
項

☆
運
転
者
は
…
…

「
面
倒
だ
か
ら
」「
直
ぐ

近
く
だ
か
ら
」
と
い
う

気
持
ち
を
捨
て
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
後
部
座
席
同

乗
者
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

☆
家
庭
で
は
…
…

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
の
必
要
性

と
効
果
に
つ
い
て
、

家
族
で
話
し
合
い
、

正
し
い
着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
で
出
か
け
る
家
族
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
す
る
よ

う
、
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
場
合
は
、
体
格
に
あ
っ

た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
使
用

し
、
幼
児
の
安

全
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

交
通
安
全
参
加
日

知
っ
て
い
ま
す
か
？

毎
月
５
日
は
？
↓

高
齢
者
等
に
優
し
く
す
る
日

毎
月
10
日
は
？
↓

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
デ
ー

毎
月
20
日
は
？
↓

県
民
交
通
安
全
参
加
日

警
察
官
募
集
に
つ
い
て

前
期
警
察
官
採
用

試
験
の
受
験
に
つ
い

て
は
、
多
数
の
応
募

を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。七

月
か
ら
は
、
警

察
官
Ｂ
（
短
大
卒
、

高
卒
お
よ
び
卒
業
見

込
み
の
者
）
お
よ
び
女
性
警
察
官
の
募
集
が

始
ま
り
ま
す
。

七
月
四
日

か
ら

受
付
期
間

八
月
十
五
日

～
九
月
五
日

試

験

日

十
月
十
四
日

・
十
五
日

申
込
書
配
布
場
所

小
松
島
警
察
署
等

多
く
の
方
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
お
か
し
い
な
』

『
困
っ
た
な
』

と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
最
寄
り
の

警
察
に
「
＃
９
１
１
０
」
又
は

０
８
８（
６
５
３
）９
１
１
０

小
松
島
警
察
署
へ
は

（
３
２
）０
１
１
０

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

七
・
八
月
中
の

猟
銃
等
講
習
会

開
催
日
程

経
験
者
講
習

７
月
12
日

三
好
警
察
署

７
月
26
日

徳
島
西
警
察
署

８
月
９
日

美
馬
警
察
署

８
月
23
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

８
月
２
日

徳
島
西
警
察
署

安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

２.情報公開の請求者別内訳

３.情報公開実施機関別内訳

４.不服申し立て状況 該当なし

問い合わせ 勝浦町総務税務課 42-2511

平成17年度（平成17年４月～平成18年３月）にお

ける同条例の運用状況を公表します。

１.情報公開の状況

注：「不受理」とは、当該情報が存在しないため請求書を受理

しなかった場合をいいます。

区 分

公文書の公開

請求
処理の状況

公 開 部分公開 非公開 不受理

件数又は
人 数

１件 １件 ０件 ０件 ０件

区 分 人数

町内に住所を有する者 １人

町内に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他の団体 ０人

町内の事務所又は事業所に勤務する者 ０人

実施機関の事務事業に利害関係を有する者 ０人

町 長 １人 監 査 委 員 ０人

議 会 事 務 局 ０人 農 業 委 員 会 ０人

教 育 委 員 会 ０人 固定資産評価審査委員会 ０人

選挙管理委員会 ０人

合 計 １人

情報公開条例の平成17年度
運用状況を公表
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平
成
十
八
年
度
徳
島
県
狩
猟
免
許
試
験
が

次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
狩
猟
免
許
の

取
得
を
考
え
て
い
る
方
は
講
習
会
の
受
講
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

狩
猟
免
許
の
種
類

網
・
わ
な
猟
免
許

網
、
わ
な
を
使
用
し
て
狩
猟
す
る
者

第
一
種
銃
猟
免
許

銃
器
（
装
薬
銃
、
空
気
銃
〔
圧
縮
ガ
ス

銃
を
含
む
〕）を
使
用
し
て
狩
猟
す
る
者

第
二
種
銃
猟
免
許

銃
器
の
内
、
空
気
銃
（
圧
縮
ガ
ス
銃
を

含
む
）
を
使
用
し
て
狩
猟
す
る
者

試
験
科
目

知
識
試
験

適
正
試
験

技
能
試
験

試
験
期
日

第
一
回

平
成
十
八
年
八
月
三
日

徳
島
県
農
林
水
産
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
森
林
林
業
研
究
所

第
二
回

平
成
十
八
年
九
月
三
日

徳
島
市
生
涯
福
祉
セ
ン
タ
ー

狩
猟
免
許
講
習
会
日
程

《
網
・
わ
な
猟
免
許
試
験
講
習
会
》

一
回
目

七
月
二
十
五
日

申
し
込
み
締
め
切
り

七
月
十
四
日

阿
南
市
桑
野
公
民
館

二
回
目

七
月
二
十
七
日

申
し
込
み
締
め
切
り

七
月
十
四
日

穴
吹
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
回
目

八
月
三
十
日

申
し
込
み
締
め
切
り

八
月
十
八
日

徳
島
市
ふ
れ
あ
い
健
康
館

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
猟
友
会０

８
８（
６
２
３
）１
６
１
７

役
場
産
業
建
設
課

０
８
８
５（
４
２
）１
５
０
５

近
年
町
内
各
地
で
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
、
タ
ヌ
キ
、
カ
ラ
ス
、
ハ
ク
ビ
シ

ン
等
、
鳥
獣
に
よ
る
森
林
や
農
作
物
へ
の
被

害
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

現
在
町
猟
友
会
の
協
力
で
捕
獲
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
被
害
は
続
い
て
い
ま
す
。

田
畑
の
点
検

餌
付
け
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

無
意
識
に
で
も
、
「
餌
付
け
」
や
「
す
み

か
・
隠
れ
家
の
提
供
」
を
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
「
収
穫
を
し
な
い
か
ら
、
サ
ル

や
イ
ノ
シ
シ
に
食
べ
ら
れ
て
も
平
気
」
と
い

う
人
も
い
ま
す
が
、
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
は
人

間
が
必
要
な
も
の
（
食
べ
る
も
の
）
と
必
要

の
な
い
も
の
（
捨
て
た
も
の
）
の
区
別
が
で

き
ま
せ
ん
。
餌
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
放
置

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

餌
付
け
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
栄
養
状
態

が
よ
く
な
り
出
生
率
が
上
昇
、
逆
に
子
供
の

死
亡
率
が
低
下
し
、
鳥
獣
の
個
体
数
は
増
え

て
い
ま
す
。
鳥
獣
の
害
を
防
ぐ
こ
と
は
、
ま

ず
鳥
獣
を
増
や
さ
な
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
ょ

う
。

進
入
を
防
ぐ

対
策
い
ろ
い
ろ

畑
の
周
辺
に
唐
辛
子
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ご

ぼ
う
な
ど
イ
ノ
シ
シ
が
苦
手
な
作
物
を
植
え

て
お
く
の
も
、
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
を
防
ぐ
方

法
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
、
サ
ル
は
頭
の
い
い
動
物
で
す
。
見

か
け
た
人
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
、
棒
な
ど

で
追
う
な
ど
、
サ
ル
の
嫌
が
る
こ
と
を
し
ま

し
ょ
う

サ
ル
に
は
人
間
が
怖
い
存
在
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
に
、
漁
網
、
ト
タ
ン
、
金
網
、

電
気
柵
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
完
璧

な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
予
防
で
あ

り
動
物
に
対
し
て
田
畑
に
進
入
し
に
く
く
な

る
効
果
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

集
落
ぐ
る
み
で
の
鳥
獣
害
対
策
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
者
・
事
業
主
の
み
な
さ
ん

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

相
談
内
容

労
働
条
件
や
職
場
環
境
等
の
労

働
問
題
に
関
す
る
こ
と

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

方

法

電
話
・
面
接
で
受
付

相
談
時
間

月
～
金
曜
日

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

費

用

無

料

☆
徳
島
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

徳
島
市
徳
島
町
城
内
６
―
６

徳
島
労
働
局
企
画
室
内

０
８
８（
６
５
２
）９
１
４
２

☆
徳
島
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

徳
島
市
万
代
町
３
―
５

徳
島
労
働
基
準
監
督
署
内

０
８
８（
６
２
２
）８
１
３
８

鳴
門
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
馬
目
木
１
１
９
―
６

鳴
門
労
働
基
準
監
督
内

０
８
８（
６
８
６
）５
１
６
４

☆
印
の
付
い
て
い
る
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
女
性
の
相
談
員
が
い
ま
す
。

狩
猟
免
許
試
験
案
内

野
生
鳥
獣
か
ら
田
畑
を
守
る

徳
島
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

解雇・整理解雇

賃下げ・雇止め

いじめ・嫌がらせ

セクハラ･配置転換

損害賠償 etc



「多段階の一部納付（免除）制度」が平成18年７月からスタート！

12

国民年金だより

国民年金保険料の免除申請が

ご利用しやすく変わります

国民年金の保険料は13,860円（平成18年度）ですが、経済的な理由等で保険料

の納付が困難な場合は、申請手続きをしていただくことにより、保険料の納付が

免除又は一部納付（一部免除）制度があります。

平成18年７月からは、従来の全額・半額免除に加え、４分の３免除及び４分

の１免除が追加され、所得水準に応じた多段階（４段階）の免除制度となります。

所得基準の目安 月々の保険料
老齢基礎
年金額

全額免除 （扶養親族の数＋１）×35万円＋22万円 全額が免除 １/３が反映

３/４免除 78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 ３，４７０円 １/２が反映

半額免除 118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 ６，９３０円 ２/３が反映

１/４免除 158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 １０，４００円 ５/６が反映

ご注意ください

一部納付制度は、一部納付額をお支払いされなかった場合、一部免除が無効

となるため、将来の老齢基礎年金の額に反映されません。

また、万が一の時の障害基礎年金や遺族基礎年金が受給できない場合があり

ます。

保険料の追納

全額免除や一部納付の期間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来の老

齢基礎年金の額が少なくなります。

そこで、これらの期間は、10年以内であれば後から保険料を納めること（追

納）ができますが、承認を受けた年度から起算して３年度目以降に追納すると、

当時の保険料に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。
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国保と医療費

人間ドック
検査項目

内科診察 血圧測定、身体測定

外科診察 甲状腺、乳ガン検診（視触診）

尿 検 査 蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血

便 検 査 ヒトヘモグロビン

血液検査 赤血球数、白血球数、血色素数、血小

板数、ヘマトクリット値、ＧＰＴ、

ＧＯＴ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、γ－ＧＰＴ、

ＺＴＴ、Ｔ－ＢｉＬ、ＬＡＰ、ＴＰ、

蛋白分画、Ｔ－ＣＨＯ、ＴＧ、ＢＵＮ、

ＵＡ、Ｎａ、ＣＬ、Ｋ、クレアチニン、

血糖、ＨＢＳ抗原、ＨＤＬコレステロール、

ＨＣＶ抗体Ⅲ

Ｘ線および超音波検査

胸部単純撮影、胃・十二指腸造影撮影、

腹部超音波

心臓検査 心 電 図

費 用 36,100円

（自己負担 5,500円・補助金額30,600円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成18年９月20日から10月18日までの

病院指定日

募集人数 35人（申し込み順とします）

脳ドック
検査項目 神経学的検査、高次脳機能、血小板凝集

脳検査、聴力検査、ＭＲＩ(脳の断面図)、

ＭＲＩ(脳血管の画像診断)、頚部頚動脈

費 用 40,900円

（自己負担 6,100円・補助金額 34、800円）

医療機関 阿南共栄病院

期 間 平成18年９月14日から平成19年２月５日

までの病院指定日

募集人数 35人（申し込み順とします）

がん検診
検査項目 男性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９、ＰＳＡ

（すい臓がん、胆管がん、大腸がん、

胃がん、肺がん、前立腺がん等）

女性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９

（すい臓がん、胆管がん、大腸がん、

胃がん、肺がん等）

費 用 男性 8,300円

（自己負担 1,300円・補助金 7,000円）

女性 7,500円

（自己負担 1,200円・補助金6,300円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成18年９月20日から10月18日までの

病院指定日

募集人数 40人（申し込み順とします）

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69歳までの方および前期高齢受給者

の方。ただし、老人保健法による医療受給証の交付を受けられている方は対象になりません。

(６～８月に実施する総合健診および農協で実施する健診を受診する人も対象となりません。)

対 象 者

国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、勝浦町総務税務課へお申し込みください。

定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは勝浦町総務税務課国保係〈 42-1503〉まで問い合わせください。

申し込み方法

申し込み締切日

成人病
検 診を受けて

みませんか？

人間ドック
脳 ドック
がん検 診
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私
は
、
自
分
の
体
型
の
事
で
き
つ
い
言
葉

を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
傷
は
、

た
ぶ
ん
、
一
生
消
え
ず
に
心
に
残
る
と
思
い

ま
す
。
言
わ
れ
た
時
は
、
何
も
言
え
ず
と
て

も
、
苦
し
い
、
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

時
に
は
、
泣
き
そ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
私
も
、
人
の
悪
口
を
言
っ
て
い
な

い
か
と
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
相
手
の
人

も
私
の
よ
う
に
、
心
に
深
い
傷
を
負
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う

い
う
風
に
考
え
る
と
、
私
は
た
く
さ
ん
の
人

に
深
い
傷
を
つ
け
た
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
に
と
っ
て
は
、
無
意
識
に
言
っ
て

し
ま
う
、
人
の
悪
口
の
言
葉
で
も
、
後
に
な
っ

て
考
え
る
と
、

「
あ
あ
、
ど
う
し
て
、
あ
ん
な
ひ
ど
い
事
を

言
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。」

と
思
い
、
後
悔
し
て
し
ま
い
ま
す
。
人
の
悪

口
と
い
う
の
は
、
人
を
傷
つ
け
る
、
人
権
侵

害
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
差
別
の

芽
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
私
は
、
人
を

傷
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
人
を
励
ま
し
た
り
、

勇
気
づ
け
ら
れ
る
、
強
く
優
し
い
自
分
に
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

以
前
に
私
に
も
、
い
や
な
思
い
が
あ
っ
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
、
体
の
不
自
由

な
人
を
見
た
時
に
、

「
か
わ
い
そ
う
や
な
あ
。
」
と
思
っ
た
こ
と

が
何
回
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
何
も
悪

い
事
を
言
っ
た
と
い
う
気
持
ち
は
な
く
、
本

心
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。
道
徳
の
授
業
で
、

体
が
不
自
由
で
も
、
お
互
い
に
ち
が
う
個
性

を
持
っ
た
同
じ
人
間
な
ん
だ
と
い
う
事
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
人
を
か
わ
い
そ
う
と
思
う

こ
と
は
、
自
分
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
そ
の
人
を
見
下
し
て
い
る
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
自
分
よ
り
下
に
見
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
自
分
以
下
を
求
め
る
心
が
、

私
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
気
付
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
が
、
「
か
わ
い
そ
う

だ
な
ぁ
。
」
と
、
差
別
発
言
し
た
時
の
、
人

の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、
と
て
も
、
あ
の
時

は
ひ
ど
い
事
を
言
っ
て
し
ま
い
、
大
切
な
人

権
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
私
は
、
互
い
に
ち
が
い
を
認
め

合
い
、
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽

し
く
、
幸
せ
な
生
活
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
る
日
、
母
と
買
い
物
を
し
て
い
る
と
、

お
ば
あ
さ
ん
が
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
い
言
葉
で
、
私
に
何
か
を
う
っ

た
え
て
い
る
よ
う
に
、
何
か
言
っ
て
き
ま
し

た
。
何
か
困
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
で
も
、

私
は
そ
の
時
、

「
な
ん
だ
、
こ
の
変
な
お
ば
あ
さ
ん
は
。
関

わ
ら
な
い
で
お
こ
う
。
関
わ
っ
た
ら
、
私
が
、

周
り
か
ら
、
変
な
目
で
見
ら
れ
る
。」

と
、
困
っ
て
い
る
の
に
、
気
付
か
な
い
ふ
り

を
し
て
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
で
も
、
そ
の
後
で
、
な
ぜ
か
心
が
晴

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

私
は
、

「
変
な
お
ば
あ
さ
ん
だ
か
ら
、
自
分
が
変
な

目
で
見
ら
れ
る
か
ら
。
」
と
思
い
、
関
わ
ら

な
い
で
お
こ
う
と
傍
観
者
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
関
わ
ら
な
い
で
お
こ
う
と
、
思
う
こ
と

も
、
差
別
し
て
い
る
こ
と
と
、
同
じ
と
い
う

こ
と
を
勉
強
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う

し
て
あ
の
時
、

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。
何
か
お
困
り
で
す

か
。」

と
、
一
言
声
を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
と
、
と
て
も
、
後
悔
し
ま
し
た
。

変
な
目
で
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
の
恥
ず
か

し
さ
が
あ
っ
た
私
は
、
な
ん
て
な
さ
け
な
い

自
分
な
の
だ
と
、
自
分
の
差
別
の
心
に
気
付

き
ま
し
た
。
前
に
も
、
自
分
に
苦
し
い
、
い

や
な
思
い
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
の
こ
と
も
忘

れ
て
し
ま
い
、
お
ば
あ
さ
ん
に
声
を
か
け
る

と
、
変
な
目
で
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
先

に
う
か
ん
で
き
て
、
何
も
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
弱
い
自
分
に
気
付
き
ま
し
た
。
今
度
、

こ
の
よ
う
な
場
面
に
出
合
っ
た
と
き
に
は
、

勇
気
を
出
し
て
、
正
し
い
と
思
う
こ
と
を
、

進
ん
で
行
い
、
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
色
々
な
経
験
を
し
て
き
て
、
こ
れ

か
ら
の
自
分
の
差
別
意
識
を
な
く
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
、
身
近
な
差
別
に
気
付
い

て
、
少
し
ず
つ
で
も
、
が
ん
ば
っ
て
、
勇
気

の
あ
る
行
動
が
、
と
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。
そ
の
行
動
を
と
る
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
、
学
校
で
、
人
権
に
つ
い
て
、
も
っ
と
真

剣
に
、
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
人
を
傷
つ

け
る
の
は
、
と
て
も
簡
単
で
す
が
、
い
っ
た

ん
傷
が
つ
い
た
も
の
は
、
な
か
な
か
、
直
せ

な
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ま
ち
が
っ

て
い
る
こ
と
は
、
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
言
え

る
、
そ
し
て
、
正
し
い
と
思
う
こ
と
は
、
勇

気
を
も
っ
て
、
行
動
で
き
る
よ
う
な
自
分
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
勇
気
を
も
っ
て
行
動
」

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

平
成
十
七
年
度
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県

大
会
入
賞
作
品
集
よ
り

か
た
り
あ
う

ペ
ー
ジ
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か
つ
う
ら
柳
壇

長
野
と
く
は
る

選

コ
ウ
ノ
ト
リ
運
ん
で
来
た
か
紀
子
様
に

与
川
内

武

田

裸

天

子
育
て
の
頃
が
懐
か
し
あ
の
元
気

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

頃
合
い
を
見
て
お
茶
を
出
す
酒
の
席

立
川

堀

梅

子

高
齢
化
子
供
の
声
も
聞
か
ぬ
日
々

横
瀬

桜

木

千

代

広
告
に
も
欲
し
い
物
な
し
老
夫
婦

坂
本

平

尾

智

男

こ
れ
か
ら
は
労
り
合
う
て
老
い
の
坂

横
瀬

前

田

好

月

幸
運
を
呼
ぶ
風
水
画
床と

こ

に
か
け

横
瀬

呑

口

久

子

こ
う
言
え
ば
あ
あ
言
う
孫
の
反
抗
期

横
瀬

中

田

万

里

小
包
に
詰
ま
っ
た
母
の
愛
を
解
く

横
瀬

日

下

美

里

心
か
ら
言
っ
て
呉
れ
て
る
顔
で
な
い

中
山

山
下
ふ
さ
を

個
人
差
は
あ
れ
ど
人
生
三
桁
越
す

横
瀬

西

蔭

達

男

〈
評
〉
こ
の
句
は
長
寿
社
会
を
表
現
し
た
句
で

す
が
個
人
差
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
一
人
一
人

の
生
き
方
を
表
し
、
百
歳
と
言
わ
ず
に
三
桁

と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

春
の
日
に
老
い
の
手
足
が
無
理
を
す
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

不
器
用
に
生
き
て
来
ま
し
た
八
十
路
で
す

立
川

前

田

千

恵

老
い
し
身
の
憩
う
時
間
が
長
く
な
る

与
川
内

武

田

裸

天

黄
門
さ
ま
の
印
籠
欲
し
い
今
の
世
に

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

今
が
い
い
妻
と
私
の
合
い
言
葉

横
瀬

溝

内

英

男

子
と
孫
が
祝
っ
て
く
れ
る
喜
寿
の
宴

横
瀬

呑

口

久

子

コ
ウ
ノ
ト
リ
国
の
皇
室
守
る
か
も

横
瀬

桜

木

千

代

叱
っ
て
も
鼻
で
あ
し
ら
う
反
抗
期

横
瀬

関

東

紀

美

宅
急
便
に
苗
持
っ
た
手
で
道
教
え

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

近
道
を
許
し
て
く
れ
ぬ
父
の
靴

棚
野

田

中

思

葦

孫
来
る
日
あ
れ
こ
れ
並
べ
待
っ
て
い
る

横
瀬

関

東

紀

美

面
白
い
夢
は
日
記
に
書
い
て
お
く

棚
野

田

中

思

葦

心
か
ら
笑
っ
て
見
た
が
福
は
来
ず

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

朝
夕
に
言
う
こ
と
違
い
傘
寿
来
る

久
国

美

馬

真

由

鬼
も
居
る
一
寸
法
師
も
居
る
世
間

棚
野

殿

川

早

苗

仔
犬
飼
う
と
も
ろ
う
た
孫
は
世
話
を
せ
ぬ

立
川

堀

梅

子

こ
こ
ら
辺
か
く
し
た
宝
雲
が
く
れ

久
国

美

馬

真

由

病
む
床
に
春
の
景
色
は
夢
で
見
る

横
瀬

西

蔭

達

男

地
産
地
消
売
り
子
も
人
気
地
元
の
娘

坂
本

平

尾

智

男

そ
の
手
に
は
乗
ら
ぬ
つ
も
り
が
買
わ
さ
れ
る

棚
野

島

つ
と
む

老
い
の
坂
峠
が
見
え
ぬ
う
ち
が
花

横
瀬

前

田

好

月

木
枯
ら
し
が
泣
い
て
い
る
よ
う
老
い
一
人

立
川

前

田

千

恵

ゆ
ず
ら
れ
た
席
も
心
も
あ
た
た
か
い

棚
野

島

つ
と
む

そ
っ
と
羽
根
休
め
る
枝
が
あ
れ
ば
よ
い

生
名

岩

本

敏

子

孫
生
ま
れ
丸
く
な
っ
た
と
人
が
言
う

横
瀬

日

下

美

里

老
春
が
心
の
奥
に
住
ん
で
ま
す

横
瀬

中

田

万

里

マ
イ
ナ
ス
の
思
考
は
雨
の
日
を
選
び

棚
野

殿

川

早

苗

〈
評
〉
雨
の
日
は
追
憶
の
時
間
、
ゆ
っ
く
り
休

息
し
て
明
日
か
ら
プ
ラ
ス
思
考
で
ゆ
き
ま
し
ょ

う
。

こ
の
里
に
灯
る
風
土
の
あ
た
た
か
さ

生
名

岩

本

敏

子

〈
評
〉
町
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
や
風
習
が
あ

る
。
そ
の
よ
さ
を
か
み
し
め
て
こ
そ
郷
土
愛

が
生
ま
れ
る
。

内
視
鏡
欲
し
い
貴
男
の
胸
の
う
ち

中
山

山
下
ふ
さ
を

〈
評
〉
男
心
と
秋
の
空
と
か
然
し
男
の
方
に
も
、

女
の
胸
の
中
は
覗
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

「
こ
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

七
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

八
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

佳

吟

秀

吟

秀

吟

六
月
号
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
お
詫
び
と
訂
正

溝
内
喜
美
代
さ
ん
「
道
に
ひ
ら
す
ら
」
は

「
ひ
た
す
ら
」
の
校
正
の
誤
り
で
し
た
。

歌
会
始
の
詠
進
要
領
の

３
注
意
事
項
の
中
の

は
文
章
の
誤
り
に

付
き
取
り
消
し
ま
す
。

佳

吟
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みんなの健康
の保健行事

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

４ 火
健 康 相 談 13:00～14:00

中 角 集 会 所 住 民 健康手帳
介 護 教 室 14:00～15:00

６ 木 婦 人 が ん 検 診
９:00～10:00

13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

女 性（午前中は
乳腺・甲状腺のみ
の実施となります）

問診票ほか

11 火 総 合 健 診 ８:00～10:00 生名センター 生名地区住民 問診票ほか

13 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

中山･与川内地区住民 問診票ほか

20 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 星 谷 集 会 所 星谷地区住民 問診票ほか

21 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30

農村環境改善
セ ン タ ー

平成18年１月１日～
平成18年５月31日
までに生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:40～14:30

24 月 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00
沼江コミュニ
ティーセンター 子供とその家族 エプロン・三角巾

25 火 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 山 西 集 会 所 子供とその家族 エプロン・三角巾

27 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

横瀬地区住民 問診票ほか

31 月 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 掛 谷 集 会 所 子供とその家族 エプロン・三角巾

個別接種の委託医療機関
医療機関名 受付時間 注 意 事 項

勝浦病院

小児科

42－2555

月・金曜日

午前10時～

午後３時

予防接種を受けるには、あらかじめ電話での予約が
必要です。予約の申込みは月～金曜日の午後３時～
５時です（ただし、土・日・祝日を除く）。希望する
接種日の１週間前までにお申し込みください。

各種予防接種の実施について （平成18年４月１日～）

実施方法 実施月種 類 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

個別接種

Ｂ Ｃ Ｇ

麻しん・風しん混合

日本脳炎

※ＢＣＧは、奇数月の第一月曜日の午後に実施しますが、祝祭日で休みの場合は振り替えて行います。

予防接種法 “麻しん・風しん” の改正についてお知らせ

平成18年４月１日前に、麻しん又は風しんの予防接種を受けた子について、

予防接種法が改正され、６月２日から次の人は予防接種の対象となりました。

ア）第１期の予防接種…生後12月～生後24月未満の子

イ）第２期の予防接種…５歳以上７歳未満で小学校就学前１年前にある子

★日本脳炎について……厚生労働省から、マウスの脳を用いた現在の日本脳炎ワクチンと当該ワクチンを接種した後の

重症ＡＤＥＭ発生との因果関係があるとの判断で、定期の予防接種として現行の日本脳炎ワクチン接種の積極的勧奨

は行わないよう、市町村に勧告がきています。また、日本脳炎の流行地域へ渡航するなど、日本脳炎に感染するおそ

れが高い場合には、これらの措置並びに日本脳炎ワクチンの効果及び副反応を保護者に説明し、保護者の同意を得た

上で定期の予防接種として接種を行うことは差し支えないとなっています。

感染症の予防には、予防

接種が果たす役割が大きい

ことを十分理解し、計画的

に予防接種を受けましょう。

お問い合わせは 勝浦町福祉課 保健師 （42）1502

ＢＣＧ、麻しん・風しん混合、日本脳炎の定期接種は無料です。

ただし、任意接種（定期接種の対象年齢外の人や、実施期間外に接種した場合）は、接種料金が自

己負担となります。次の料金を医療機関の窓口でお支払いください。

ＢＣＧ 5,000円 麻しん・風しん混合 9，950円（１回につき） 日本脳炎 5，500円（１回につき）

接種料金に

ついて
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～健康増進法とは～

80Kcal（ご飯なら茶碗に３分の１杯、卵なら１個、シュークリーム

なら半分）を運動で減らすには、何分続ける必要がある？

（体重が、男性65㎏、女性55㎏の場合）

ウォーキング（やや急ぎ足）

男性18分・女性21分
階段の上り下り

男性21分・女性24分
掃除機をかける

男性38分・女性43分

有酸素運動をして、脂肪を燃やそう
ちょっとした

運動が体脂肪を

減らします

こうした日常生活でできる運動を上手に組み合わせよう!

ラジオ・テレビ体操
男性18分・女性21分

ダンベル体操
男性６分・女性６分

自転車
男性18分・女性21分

自分の健康は 自分で守ろう

■健康増進法では、健康維持は国民の責務と規定しています！

健康増進法は、病気にならないための「一次予防」を重視した「健康日本21」

を法的にバックアップする目的で施行された法律です。

特徴は、「国民は、健康な生活習慣の重要性に対する関心と理解を深め、生

涯にわたって、自らの健康状態を自覚するとともに、健康の増進に努めなけれ

ばならない」と規定していることです。また、健康保険組合などの健康増進

実施者にも、健康増進に積極的に取り組むべき規定が定められています。

■健康増進法でバックアップする「健康日本21」とは？

平成12年に発表された「健康日本21」策定の背景となったのは、世界一の長寿国でありながら、

がん、心臓病、脳卒中などの生活習慣病は増加の一途をたどっているという我が国の厳しい現状

です。また、高齢化の急速な進行で、痴呆や寝たきりなどの介護が必要になる人が増加すること

も、深刻な社会問題となっています。このまま高齢化が進めば、2050年には３人に１人が高齢者

という超高齢社会になり、少子化による若年層の減少もあいまって、病気や介護による負担が極

めて大きな社会になることが予想されます。

そこで、病気や寝たきりなどにならないように、国民一人ひとりが日頃

から主体的に健康づくりを実践し、健康で明るく、活力に満ちた社会を国

民全体で目指すことを目標にして策定されたのが、「健康日本21」です。

「健康日本21」の基本的な考え方は次の通りです。

①健康増進、発病予防を目的とした「一次予防」を重視する

②健康づくりを支援するための環境を整備する

③目標などを設定し、それに対する評価を行う

④多数の実施主体による連携のとれた効果的な運動を推進する

保
健
だ
よ
り
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７月 ガラスビン収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（４日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（11日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
土
曜
日

（15日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

７月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（３日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（10日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
火
曜
日

（18日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（24日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

七
月
一
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

七
月
八
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」古紙の回収にご協力を

ククリリーーンン情情報報

※登録している犬の場合は
印鑑と鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

７月 11日 ･25日

平成18年６月１日から飼

い猫・飼い犬の引取りが

有料化になっています。
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★おはなし会

23日 午後２時から 図書館幼児室

小さなお子様を対象にした紙芝居の読み

聞かせです。ぜひいらして下さい。

★県立図書館協力巡回日

○印（下記カレンダー）

★休館日 ○印（下記カレンダー）

★図書館が閉っている時の返却本は玄関
横のブックポストに入れてください。

７月の行事
聞き屋与平 ―江戸夜咄草― 宇江佐真理

押入れのちよ 荻 原 浩

お火役凶状 祗園社神灯事件簿４ 澤田ふじ子

テースト・オブ・苦虫２ 町 田 康

黒い朝、白い夜 岩井志麻子

夢はトリノをかけめぐる 東 野 圭 吾

すぐばれるようなやり方で変節してしまう人々
曽 野 綾 子

名将佐竹義宣 南 原 幹 雄

余 命 谷 村 志 穂

旅のいろ 北 方 謙 三

風に舞いあがるビニールシート 森 絵 都

贄の夜会 香 納 諒 一

スコットランドヤード・ゲーム 野 島 伸 司

江青に妬まれた女 ―ファーストレディ王光美の人生―
譚 美

墜 落 東 直 己

さくら草 永井するみ

やさしい生活やさしい時間Vol．２ 雅 姫

大和撫子のための手ぬぐい学校 手ぬぐい研究会

うそうそ 畠 中 恵

若だんな、初めての長旅！誘拐事

件に天狗の襲撃、謎の少女の出現と、

箱根でのんびり湯治の予定が、思い

も寄らぬ珍道中に･･･。「しゃばけ」

シリーズ第５弾！

新着図書の一部紹介

ブスの瞳に恋してる 1・2 鈴木おさむ

放送作家・鈴木お

さむと森三中・大島

美幸は、なんと交際

期間０日で結婚した！

ＰＯＰＥＹＥ好評

連載の爆笑スーパー

エッセイ！

銃とチョコレート 乙 一

少年リンツの住む国で富豪の家か

ら金貨や宝石が盗まれる事件が多発。

現場に残されているカードに書かれ

ていた【ＧＯＤＩＶＡ】の文字は泥

棒の名前として国民に定着した。は

たして名探偵ロイズは、怪盗ゴディ

バをつかまえることができるのか！？

★ ７ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

／ ／ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９
23

30
24

31

日 時 ７月21日 午後２時～４時

場 所 福祉センター３階

講 師 松 下 義 和 氏・関 東 誉 司 氏

準備するもの えんぴつ・絵の具セット

用紙は図書館で用意します。参加希望者は

７月15日 までに図書館へお申込みください。

※小学生対象です。

日 時 ７月27日 午後２時～４時

場 所 福祉センター３階

講 師 新 居 晋 氏・丸 関 朋 子 氏

準備するもの えんぴつ・絵の具セット

用紙は図書館で用意します。

参加希望者は７月21日 まで

に図書館へお申込みください。

※小学生対象です。

漫画・ポスター教室

絵 画 教 室

図書館だより



戸 村 勉 さん（生名） 橋 本 重 則 さん（棚野）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（５月16日～６月15日）
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まちのうごき
平成18年５月16日～平成18年６月15日（敬称略）

人 口（平成18年５月31日現在）

世帯数 2,149戸

男性 3,102人

女性 3,363人

計 6,465人

出生 男 １人 女 ２人 計 ３人

死亡 男 ５人 女 ２人 計 ７人

転入 男 ３人 女 ５人 計 ８人

転出 男 ３人 女 ３人 計 ６人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

おくやみ申します

大字三溪字平山 新 開 利 勝（85歳）

大字三溪字樫渕 山 口 泰 弘（77歳）

大字沼江字野神 前 田 キ ク（95歳）
日 時 ７月13日 午後１時30分～４時30分

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ７月８日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ７月10日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

ご利用ください！
出張年金相談所

時間延長年金相談

ご結婚おめでとう

（
大字沼江字黒岩

板野郡藍住町

宮 島 隆 文
橋 本 優 子

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 13 ・20 午後 7:30～9:30

踊 り ５ ・12 ・19 午後 2:00～4:00

歌 謡 ６ ・27 午後 7:30～9:30

生け花 10 ・24 午後 7:30～9:30

大正琴 ６ ・14 ・20
午後 1:00～3:00

午後 7:00～9:00

７月交流講座ご案内

７月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

３０ ３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

日 時 場 所 備 考

７月７日

７月14日

７月21日

７月28日

午後1時～4時30分

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお

りますので、お気軽

にお問い合わせくだ

さい。 (42)4652

心配ごと相談

お誕生おめでとう

大字三溪字定岡 ）橋 本 洋 一
小百合

長女 愛
まな

美
み

大字生名字中道 ）芝 藤 寿 人
千 鶴

長女 万
ま

穂
ほ

大字沼江字西ヶ原 ）近 藤 元
仁 美

二男 陽
ひ

礼
らい

大字三溪字西岡 ）酒 井 義 弘
いづみ

二女 ちひろ

大字中角字玉の木 ）尾 孝 純
恵

長男 俊
しゅん
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